B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　町田）　

	山（山域・ルート）

飯能市・秩父山地：　　　蕨山（ハイキング）


【日時】１７年１２月４日（日）　

【メンバー】

町田･その他１（計２名）

【行動記録】

１２月４日　吹上発07:00～河又駐車場着08:40～河又名栗湖入口バス停09:01発～名郷バス停09:20位着～09:40発～林道～蕨山山頂着11:00～11:25発～藤棚山～大ヨケノ頭～金毘羅山～河又駐車場13:20　

歩程時間　３時間４０分
【装備・食料等】

個人装備　ヘッドランプ、雨具、救急薬品、テーピング、ビバークシート、三角巾、重しの水８リットル、飲み水１．５リットル、行動食

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名郷から登る蕨山は急登の連続で、行程は短くても登り応えのあるルートでした。息子が小学生だった頃、ワラビ入という沢を沢蟹と戯れながらふたりで詰め、真夏の蕨山山頂に立ち、今回登った急登を下降して来た頃のことを思い出しながらの山行でした。

その時と違い、今日は全くの真冬日。まだ尾根筋の紅葉は部分的に残っていましたが、それも１２時頃から降り出した雪に、いつの間にか隠され、寒風の下でのハイキングになりました。

同行者から、沢をやっている人は、何故下山の登山道であんなに早く歩けるのか？と質問。ハイカーと沢ヤの歩行の違いを、私なりの解釈で教えて、即実施・・。初めてやると結構辛いこの歩行方法。膝と腿がヨレたｧｧ～と言っていました(T_T)。確かに安全且つ早いのだけれど疲れますね。だから沢ヤさんてみんな凄い体力の持ち主なんでしょうね。これいつもやっているのだから。
